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◆
去
る
10
月
16
日
、
南
部

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
現
職
９
人
、
元
職
１
人
、

新
人
４
人
が
当
選
を
果
た

し
、
新
し
い
南
部
町
議
会

を
構
成
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

地
方
治
自
体
を
取
り
巻

く
財
政
、
福
祉
、
教
育
、

そ
し
て
少
子
高
齢
化
問
題

な
ど
、
年
を
経
る
ご
と
に

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、

選
挙
戦
を
通
し
て
多
く
の

町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
要
望
や
叱
咤
激
励

の
声
を
胸
に
、
各
人
が
描

く
南
部
町
の
あ
る
べ
き
姿

を
実
現
す
べ
く
４
年
間
の

任
期
に
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

　

議
会
議
員
と
し
て
の
責

任
の
重
さ
を
噛
み
し
め
な

が
ら
最
善
の
結
論
を
導
き

出
せ
る
議
会
に
な
ら
ね
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。（仲

田
）
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広
報
常
任
委
員
会

　

委  

員  

長 
仲
田　

司
朗

　

副
委
員
長 

荊
尾　

芳
之

　

委　
　

員 

景
山　
　

浩

　
　

  

〃 

三
鴨　

義
文

　
　

  

〃 

白
川　

立
真

　
　

  

〃 

長
束　

博
信

　
　

  

〃 

滝
山　

克
己

　
　

  

〃 

加
藤　
　

学
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　開館以降、連日たくさんの来館者で賑わって
います。平日の午前中は乳幼児を連れたお母さ
ん方が来館されます。施設は元保育園だったこ
ともあり、安心して過ごせる環境が好評です。
天気が良い日は、裸足でも安全な手入れの良く
行き届いた芝生の庭でのびのびと過ごせます。
　放課後の時間帯になると、ランドセルを背負
った子ども達が次々とやってきます。先ずは宿
題を済ませると、それぞれが好みの遊びで楽し
い時間を過ごします。野球盤、オセロ、将棋、
人生ゲームなど、相手がいないとできない遊び
が大人気です。夕方近くになると部活帰りの中
学生が立ち寄ります。小学生と同じように卓球
やボードゲームで遊ぶ子もいますが、問題集を
広げて勉学に励む姿も見られます。
　土曜日には、早朝から弁当持参の子ども達で
賑わいます。そして、子ども達が企画や運営を
行う卓球やバドミントンなどの大会が開催され
ます。来館を重ねることで子ども達には自主性
が育ち、学年を越えた仲間作りも出来ていくよ
うです。
　また、時には芝生の庭で地域の皆さんと子ど
も達でグランドゴルフを行うこともあります。
　ご来館がまだの皆さんは、お気軽にお越しい
ただき、子ども達の様子をご覧いただければと
思います。
　　　　　　   法勝寺児童館  館長　杉  本  正  春
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議  長
秦  伊 知 郎

副  議  長
井 田  章 雄

本文_リュウミン L12p 18.3p行間　0字間　自動…9字ｘ25行
○その他の質問_新ゴR 18.3p行間　0字間 0

任期満了に伴う議会選挙で、新議員の顔ぶれが決まりま
した。10月31日に開催された初臨時議会において、議長
をはじめ委員会構成が決まりました。

　
議
長
挨
拶

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
議
会

の
活
動
並
び
に
町
政
各
般
に
わ
た
り
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
第
７
回
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
議
長
に
再
任
さ
れ
、
身
に
余
る
光
栄

と
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

南
部
町
が
誕
生
し
、
早
い
も
の
で
12
年

の
歳
月
が
経
過
し
、
こ
の
た
び
は
町
長
の

交
代
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
各
地
域
の
特
徴
を
大
切
に
、
福

祉
や
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
移
住

定
住
へ
の
対
応
な
ど
、
住
民
・
行
政
・
議

会
の
力
を
結
集
し
、
魅
力
あ
る
「
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
い
視

野
に
立
ち
、
公
正
で
円
満
な
運
営
、
住
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
副
議
長
挨
拶

　

こ
の
度
、
副
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
井
田
章
雄
で
す
。
そ
の

一
端
を
担
う
責
任
の
重
さ
を
痛

感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
は
現
在
少
子
高

齢
化
対
策
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
打
ち
出
し
て
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
の
な
か

で
、
新
し
い
町
長
、
新
し
い
議

員
構
成
に
な
り
、
二
元
代
表
で

あ
る
一
方
の
議
会
と
し
て
ま
た
、

車
の
両
輪
の
一
方
と
し
て
責
任

重
大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

新
た
な
意
欲
と
抱
負
の
も
と
に

議
長
を
補
佐
し
、
虚
心
担
懐
の

気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
明
る
い
住
み
よ
い

元
気
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新

監 査 委 員

細　田　元　教

秦　　　伊知郎
細　田　元　教
加　藤　　　学
荊　尾　芳　之

秦　 　　伊知郎
真　壁　容　子
細　田　元　教
景　山　　　浩

秦　　伊知郎 細　田　元　教

南部町・伯耆町
清掃施設管理組合議会

南 部 箕 蚊 屋
広域連合議会

西部広域行政
管理組合議会

後期高齢者医療
広域連合議会

委員会構成を紹介します
本会議場の議席配列で構成しています

【常任委員会（任期2年）】
○ 予算決算常任委員会（定数 14人）
○ 総務経済常任委員会（定数   7人）
○ 民生教育常任委員会（定数   7人）
○ 広 報 常 任 委 員 会（定数   8人）

【その他委員名簿】

議 長・副 議 長【任期4年】
議会運営委員会（定数 6人）
     　　　　　 【任期2年】

◎ 委員長　○ 副委員長

⑥ 三鴨義文
よしふみみかも たつみしらかわ ひろのぶながつか たきやまかつみ よしゆきかたらお かとう まなぶ

　議会運営
◎総務経済
　予算決算
広報　

⑤ 白川立真

議会運営
◎民生教育　
予算決算
広報　　
　

④ 長束博信

○民生教育
　予算決算
広報　

③ 滝山克己

○総務経済
　予算決算
広報　

② 荊尾芳之

　民生教育
○予算決算
○広報　　

① 加藤　学

総務経済
予算決算
広報　　

総務経済
予算決算

副議長
総務経済
予算決算

民生教育
予算決算

〇議会運営
　民生教育
◎予算決算
広報　
　

◎議会運営
　総務経済
　予算決算

議会運営
総務経済
予算決算
◎広報　　　

⑫ 亀尾共三
かめおきょうぞう あきおいだ もとのりほそだ かげやま ひろし たかしいたい なかだ しろう

⑪ 井田章雄 ⑩ 細田元教 ⑨ 景山　浩 ⑧ 板井　隆 ⑦ 仲田司朗

いちろうはた ようこまかべ

⑭ 秦伊知郎

議　長
民生教育
予算決算

⑬ 真壁容子

議会運営
民生教育
予算決算

キャプション
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会　計　名　　／　　議  員  名（議席番号順）

平成27年度一般会計歳入歳出の認定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
壁

亀
尾

井
田

石
上

細
田

青
砥

杉
谷

景
山

植
田

板
井

米
澤

三
鴨

白
川

××

◯◯◯◯◯◯

×

◯欠◯◯ 地域振興交付金事業
（南さいはく主催敬老会）

法勝寺児童館整備事業三世代同居支援事業 法勝寺電車展示場整備事業 水道統合事業（上野水源地） 農業基盤整備促進事業

定例会報告●

10p 18.3p行間　-25字間　オプティ…11字ｘ25行

◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

反
　
対
　
　

①
27
年
度
収
支
決
算
で
黒
字
の
計
上
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
全
て
と
い
わ
な
い
が
、
子
ど
も
支
援
や
高
齢
者
へ

の
暮
ら
し
支
援
に
目
を
向
け
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

②
基
金
40
億
円
は
職
員
の
削
減
に
よ
る
も
の
。
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
や
必
要
な
正
職
員
の
採
用
を
促
す

べ
き
で
あ
る
。

③
子
育
て
支
援
策
の
う
ち
、
高
校
通
学
定
期
券
購
入
支

援
策
は
税
金
等
の
滞
納
者
に
は
支
援
し
な
い
こ
と
は

改
善
す
べ
き
。

④
地
域
振
興
協
議
会
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
証
す

べ
き
。

⑤
イ
メ
ー
ジ
戦
略
事
業
の
提
案
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

本
来
の
目
的
に
沿
う
予
算
編
成
を
強
く
求
め
る
。

賛
　
成

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
は
婚
活
か
ら
子
育
て
、
誕

生
祝
い
金
、
住
宅
支
援
等
様
々
な
支
援
が
あ
り
、
充

実
し
て
い
る
。

②
正
職
員
は
専
門
性
の
必
要
な
所
に
配
置
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
部
委
託
に
よ
っ
て
確
立

で
き
る
。

③
滞
納
者
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
自
治
体

で
も
同
様
で
あ
る
。
納
税
に
対
す
る
公
平・公
正
に

は
必
要
な
規
定
で
あ
る
。

④
地
域
振
興
協
義
会
の
設
立
10
年
を
迎
え
、
地
域
の
問

題
解
決
と
活
性
に
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。
検
証
す
る
ま
で
も
な
く
、
結
果

を
出
し
て
い
る
。

⑤
イ
メ
ー
ジ
戦
略
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
外
部
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。
今
後
の
地
方

創
生
事
業
に
夢
と
希
望
を
抱
い
た
、
必
要
な
提
案
で

あ
っ
た
。

討
　
論

　

　

　平成28年度9月定例議会が、9月8日から9月27日までの
会期で開催されました。平成27年度の一般会計・特別会
計の決算をはじめ、平成28年度の一般会計補正、条例の
一部改正など21議案が審議され、3件の発議案を含め、す
べて認定・可決されました。

　平成27年度の一般会計決算額は歳入72億576万円、歳出
69億8,796万円で、この収支から翌年度へ繰越すべき財源を
差し引いた実質単年度収支は1億6,976万円の黒字となった。

9月
定例議会

9月
定例議会

平成27年度
決算

☆歳入72億576万円
（前年度比3億4,483万円増）

☆歳出69億8,796万円
　　 （前年度比3億1,437万円増）

一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計

で認定で認定で認定

9人9人9人賛成賛成

反対反対 3人3人3人

一
般
会
計
の
状
況

〇人件費（職員、特別職、議員、委員、非常勤職員）
〇鳥取県西部広域行政管理組合
〇地域振興交付金事業
〇三世代同居支援事業
〇CATV機器更新事業《デジタル化》（新規）
〇南部町イメージ戦略事業（新規）
〇地域しごと支援センター運営事業（新規）
〇法勝寺児童館整備事業（新規事業）
〇公設民営保育園運営事業
〇後期高齢者医療給付金
〇水道統合事業
〇農業基盤整備促進事業（新規）
〇多面的機能支払交付金事業

・・・・・・・・・・・10億5,385万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億4,025万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,386万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・960万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,215万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・520万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・592万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,142万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億9,774万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,831万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億3,647万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,067万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,168万円

主な事業主な事業

　

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

27年度一般会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

歳出

歳入

歳出
（目的別）
69億8796万円

72億576万円
歳入 総務費

15億2720万円

議会費　     8929万円
商工費　1億5364万円
消防費　     6802万円
災害復旧費　 761万円

地方交付税
35億6933万円

国庫支出金
5億6933万円
国庫支出金
5億6933万円

町債
4億9160万円

町債
4億9160万円

県支出金
6億4902万円

万円

県支出金
6億4902万円

万円

その他
2億9852万円

町税
9億4163万円

分担金及び
負担金

1億1961万円その他
3億9051万円
その他

3億9051万円

諸収入
1億1710万円

繰入金
5911万円 民生費

19億7874万円

公債費
8億5959万円
公債費

8億5959万円

農林水産業費
5億8129万円
農林水産業費
5億8129万円

衛生費
8億3885万円

教育費
5億1303万円
教育費

5億1303万円

土木費
3億7070万円

 

土木費
3億7070万円

 

 自主財源

依 

存 

財 

源
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西伯病院　

農業集落排水処理場（会見）

定例会報告●　陳情・請願●

10p 18.3p行間　-25字間　オプティ…11字ｘ25行
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

陳情・請願陳情・請願

主な特別会計決算認定の討論主な特別会計決算認定の討論

平成28年度
補正予算
平成28年度
補正予算

反
対　

町
長
・
町
議
会
選
挙
費
用
の
補
正

予
算
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
で
、
会
見
地
区

へ
の
期
日
前
投
票
所
設
置
を
求
め

て
き
た
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
事

は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

賛
成　

会
見
地
区
へ
の
期
日
前
投
票
所
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委

員
長
か
ら
答
弁
が
あ
っ
た
と
お
り
、

投
票
所
の
立
会
職
員
、
町
民
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
と
の
回
答
で
あ

っ
た
。
こ
の
度
は
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
運
行
で
、
投
票
を
促
す
新
し

い
対
応
も
な
さ
れ
て
い
る
。

歳入歳出総額に1億3,949万1千円を追加し、歳入歳
出をそれぞれ、64億2,560万1千円とする。

（
反
対
）　　

　

国
か
ら
町
へ
の
一
人

当
た
り
５
千
円
の
支

援
金
の
使
い
方
の
説

明
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
。県
内
の
半
数
の

市
町
村
は
引
き
下
げ

を
行
っ
て
い
る
。高
い

と
い
わ
れ
る
国
民
健

康
保
険
税
を
軽
減
す

べ
き
で
あ
っ
た
。

（
賛
成
）

　

今
年
度
決
算
で
２
，

７
６
３
万
円
の
繰
り

越
し
が
出
来
た
。こ
の

中
に
は
国
か
ら
の
国

保
財
政
安
定
支
援
金

も
含
ま
れ
た
金
額
で

あ
る
。国
保
運
営
協

議
会
で
２８
年
度
の
保

険
料
は
据
え
置
き
と

な
っ
た
。一
時
的
な
支

援
よ
り
長
い
保
証
も

必
要
で
あ
る
。

討
　
論

提  出  者 可否 発　議

採　択

案件名

国へ意見書を提出する。

国へ意見書を提出する。

地方財政の充実・強化を求
める陳情

採　択

自治労鳥取県本部
執行委員長　西村　裕生
南部町職員労働組合
執行委員長　加納　諭史

税条例の一部改正について
国民健康保険税条例の一部改正について
　　　　
平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算
平成28年度住宅貸付金事業特別会計補正予算
平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算

平成28年度病院事業会計補正予算

消費税10%改正時の軽自動車税環境性能割りの変更等
台湾との間の二重課税を排除する措置のため

主な内容 補正（千円） 計（千円）

事業収益 事業費用

統合医療推進事業等
借り受者の期限前償還
ポンプ制御盤移設工事費等

認知症対策補助金等

1,550 ,481
4 ,636

248 ,996

2 ,482 , 581

2 ,481
2 ,886
1 ,296

2 ,511 , 382

主な内容案件名

鳥取県教職員組合西部支部
支部長　藤本　敏秀
鳥取県高等学校教職員組合西部支部
支部長　岡島　恒志

教職員定数改善と義務教育
費国庫負担制度２分の１復
元をはかるための、2017年
度政府予算に係る意見書採
択の陳情書

9人9人9人賛成賛成

反対反対 3人3人3人

〇 CATV伝送設備等更新事業（新規）　　
　 （光伝送装置をハイビジョン可能な機器に更新）

〇 町長・町議会議員選挙費 
　（投票率アップを狙い、ふれあいバスの無料運行）

〇 不妊治療費助成事業　　 
〇 病院事業費　　　　 
　（経営の健全化に、繰出基準に基づき支出する）

〇 農業集落排水事業特別会計繰出金
　（天萬地区内歩道設置による、ポンプ移設工事費）

【一般会計の主な内容】　 計補正額

会  計  名（決算）　／　
　　　議  員  名（議席番号順）

歳入
（万円）

歳出
（万円）

差引額
(万円)

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

住宅資金貸付事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計 歳 入 歳 出

病 院 事 業 会 計 歳 入 歳 出

158,733

12,333

537

23,970

5,295

17,919

23,004

243,740

155,970

12,302

215

23,904

5,243

17,904

22,674

247,174

2,763

31

321

66

52

15

330

△3,434

真
壁

亀
尾

井
田

石
上

細
田

青
砥

杉
谷

景
山

植
田

板
井

米
澤

三
鴨

白
川

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

会  計  名（決算）
歳入
（万円）

歳出
（万円）

差引額
(万円)

墓苑事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
在宅生活支援事業会計

186
7,454
3,423

186
7,451
3,000

0
3

423

その他の会計報告（全員一致） （太陽光発電特別会計）
　鶴田の太陽光発電施設の売電収入は予
算以上の7,414万円で27年度に6,540万円の
基金を積立て、売電開始2年間で1億1,540万
円の積立金額となった。

国
民
健
康
保
険
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業

会
計

西
伯
病
院
会
計

（
反
対
）　　

　

収
入
未
済
額
が
７

８
０
万
円
あ
る
。
原

因
は
利
用
料
金
が
高

す
ぎ
る
た
め
だ
。
公

共
料
金
の
負
担
を
感

じ
る
町
民
も
多
く
、

所
得
に
応
じ
た
減
免

制
度
も
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。

　
一般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
も
っ
と
増

や
す
こ
と
を
主
張
す

る
。

（
賛
成
）

　
一般
会
計
か
ら
１
億

９
３
３
万
円
の
繰
り

入
れ
、使
用
料
の
７
，

１
２
６
万
円
で
収
支
バ

ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

る
。本
来
、特
別
会
計

は
使
用
料
で
収
入
を

得
て
、そ
の
中
で
支
出

を
行
う
こ
と
が
健
全

な
姿
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
の一
般
会

計
の
負
担
は
困
難
で

あ
る
。

（
反
対
）　　

　

今
年
度
赤
字
が
出

た
の
は
患
者
の
減
少

が
原
因
と
思
わ
れ
る
、

医
師
を
含
む
職
員
体

制
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

　

更
に
、自
治
体
病

院
への
補
助
金
で
県
か

ら
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
基
づ
い
た
町
の
補

助
金
が
支
出
さ
れ
て

い
な
い
事
が
赤
字
計

上
の
原
因
で
あ
る
。

（
賛
成
）

　

職
員
の
充
実
は
必

要
で
あ
る
が
、現
状
と

し
て
困
難
な
状
況
に

あ
る
。

　

病
院
経
営
は
独
立

採
算
が
基
本
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
必
要
な

時
に
、繰
り
出
し
基

準
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

会　計　名　　／　　議  員  名（議席番号順）

平成28年度一般会計歳入歳出補正予算

真
壁

亀
尾

井
田

石
上

細
田

青
砥

杉
谷

景
山

植
田

板
井

米
澤

三
鴨

白
川

××

◯◯◯◯◯◯

×

◯欠◯◯

28年度一般会計補正予算の承認採決結果（〇賛成 ×反対）

９月定例議会　その他案件の採決結果（全員一致）

平成27年度 特別・水道・病院事業会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

浄化槽・公共下水道事業会計も同様な討論でした。

あなたの陳情の結果を報告します。

9,663

7,294

625
466,781

118,231

9,663

143

370
121,814

1,167

（千円）（千円）
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一般質問●

な
ん
ぶ
創
生
総
合
戦
略

Q
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

A
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
２
つ
の
拠
点
整
備

三
鴨
義
文
議
員

町
長

　

な
ん
ぶ
創
生

総
合
戦
略
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
は
、
地
域

の
交
流
の
場
と
し
て
大

変
有
効
な
施
策
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
計
画
で
は
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
も
の
を
考
え

て
い
る
か
。

　

里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構

や
地
域
振
興
協
議
会
は

ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の

か
。

　

地
元
、
地
域
へ
の
計

画
提
案
は
い
つ
か
。

　

平
成
31
年
度

ま
で
に
２
つ
の

小
さ
な
拠
点
を
整
備
す

る
。

　

一
つ
目
は
、
高
齢
者

を
中
心
と
す
る
地
域
の

交
流
や
支
え
合
い
の
拠

点
と
し
て
東
長
田
会
館

の
改
修
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
南
さ
い
は

く
地
域
振
興
協
議
会
を

事
業
主
体
に
地
域
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
し

て
い
た
だ
く
。

 

二
つ
目
は
、
平
成
29

年
度
に
他
の
地
域
振
興

協
議
会
で
検
討
を
し
、

ど
の
よ
う
な
地
域
に
し

て
い
く
の
か
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
地
域
で
策
定

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

 

ま
た
、
南
部
町
が
進

め
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
、
賀
野

地
区
に
は
地
域
住
民
が

集
い
交
流
で
き
る
よ
う

な
拠
点
の
検
討
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構

に
は
、
拠
点
施
設
に
使

え
る
空
き
家
の
紹
介
、

地
域
振
興
協
議
会
に
は
、

拠
点
施
設
の
活
用
方
法

な
ど
、
地
域
で
の
議
論

の
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み

の
計
画
提
案
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

決
め
て
は
い
な
い
が
、

ま
ず
は
地
域
で
そ
う
い

っ
た
拠
点
が
必
要
だ
と

い
う
機
運
が
高
ま
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。　
　

本文_リュウミン L12p 18.3p行間　0字間　自動…9字ｘ25行
○その他の質問_新ゴR 18.3p行間　0字間 0

一般質問ダイジェスト一般質問ダイジェスト

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

Q
わ
が
町
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

A
地
域
か
ら
学
び
「
人
間
力
」
を
養
う
こ
と

白
川
立
真
議
員

教
育
長

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領

下
に
施
行
さ
れ

た
教
育
基
本
法
は
、
お

よ
そ
60
年
ぶ
り
に
改
正

さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、

現
代
社
会
を
生
き
抜
く

子
ど
も
た
ち
へ
の
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
る
。

　

教
育
基
本
法
の
改
正

は
南
部
町
の
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
に
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
か
伺
う
。

　

ま
た
、
今
日
の
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
、
今
後
、
ど

こ
に
向
か
う
か
伺
う
。

　

こ
の
改
正
は

時
代
と
と
も
に

社
会
が
変
化
す
る
中
で

子
ど
も
の
基
礎
的
な
人

間
力
が
総
合
的
に
落
ち

て
き
た
事
に
よ
る
も
の

だ
。
本
町
発
足
以
来
、

約
12
年
間
に
わ
た
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
が
連
携
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
保
・
小
・
中

の
連
携
を
強
化
し
て
き

た
。

　

こ
れ
は
、
改
正
教
育

基
本
法
に
基
づ
く
新
た

な
方
向
を
に
ら
ん
で
の

一
手
で
あ
る
。

　

今
後
の
方
向
性
は
、

未
来
を
生
き
抜
く
た
め

に
必
要
な
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
視
点
が
重
要

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
力
の
育
成

を
目
指
す
「
ま
ち
未
来

科
」
の
学
び
を
学
校
教

育
の
な
か
に
、
し
っ
か

り
と
位
置
付
け
る
。
さ

ら
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
に
つ
い
て

施
策
的
に
弱
か
っ
た
分

野
で
あ
り
、
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

水
道
料
金
改
定

Q
料
金
値
上
げ
は
福
祉
向
上
に
逆
行

A
審
議
会
答
申
で
住
民
説
明
を

植
田  

均
議
員

町
長

　

今
回
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
、

水
道
料
金
審
議
会
答
申

の
説
明
を
求
め
る
。
水

道
事
業
は
費
用
の
ほ
と

ん
ど
が
住
民
負
担
で
賄

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

地
方
公
営
企
業
法
の
第

３
条
に
は
「
そ
の
本
来

の
目
的
で
あ
る
公
共
の

福
祉
を
増
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
立
場
に
立

て
ば
平
成
32
年
度
の
値

上
げ
の
答
申
は
問
題
で

は
な
い
か
。

　

水
道
統
合
事
業
に
投

入
し
た
金
額
と
財
源
の

種
類
の
説
明
を
求
め
る
。

　

町
民
の
生
活
実
態
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お

ら
れ
る
の
か
、
水
は
生

命
を
維
持
す
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
町
民
の

声
を
よ
く
聞
き
、
対
話

し
、
慎
重
の
う
え
に
も

慎
重
に
結
論
を
出
さ
な

け
れ
ば
、
町
政
に
禍
根

を
残
す
も
の
と
考
え
る
。

　

今
回
の
答
申

で
は
料
金
改
定

を
平
成
29
年
度
と
平
成

32
年
度
の
二
回
を
予
定

す
る
段
階
的
な
改
定
で

あ
る
。
平
成
29
年
度
は

会
見
地
域
の
一
般
用
の

水
道
料
金
に
統
一
し
、

平
成
32
年
度
に
は
一
カ

月
20
ト
ン
使
用
時
で
税

抜
き
４
９
８
円
値
上
げ
、

30
ト
ン
使
用
時
で
８
６

８
円
の
値
上
げ
と
な
る
。

こ
の
値
上
げ
で
水
道
事

業
の
経
常
収
支
の
不
足

額
の
約
半
分
程
度
を
補

う
も
の
と
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
に
か
け
て
国

の
補
助
事
業
で
９
，１

０
０
万
円
、
一
般
会
計

か
ら
４
億
５
，８
０
０

万
円
を
繰
り
入
れ
、
総

額
５
億
４
，９
０
０
万

円
で
水
道
統
合
事
業
を

行
っ
た
。

　

町
民
の
生
活
実
態
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
の
町
民
税
非
課
税
の

方
は
４
，３
６
７
人
で
、

課
税
対
象
者
９
，５
７

４
人
の
45
・
６
％
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
方
に

つ
い
て
は
、
各
種
減
免

制
度
が
あ
り
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

三
鴨

教
育
長

町
長

白
川

植
田

町
長

賀野地区で検討中のえぷろん

【 質問の通告 】
一般質問は、議題と関係なく行財
政全般にわたる議員主導による
政策論議で、通告制で行っている。
【 一般質問の時間 】
定例議会において行われ、南部町
は議員からの質問時間は30分と
定められている。
町民皆様の声を行政に問います。

行 政 に 問 う！

1

2

3
4
5

6

7

8

20

20

30
20
20

30

30

30

1

2

1
2
1
1
1
1
2
3
1
1
2

これまでの町政における中・長期的ビジョンについて

教育基本法改正にともなう我が町の教育ビジョンに
ついて

小さな拠点づくりについて
農業用ため池の維持管理について
水道料金問題を問う
カントリーパークの施設整備について
教育政策の成果と課題について
地域振興区制度を問う
「ゆうらく」の無償譲渡問題を問う
保育園の民営化問題を問う
子育て支援の拡充を問う
町長職の総括について
東西町のコンビニエンスストア閉店について

白川立真

三鴨義文

植田　均
板井　隆
景山　浩

真壁容子

亀尾共三

細田元教

議 員 名
平成２８年９月定例議会一般質問通告

質　　問　　事　　項発言
時間

あなたの声
を

あなたの声
を

　

一般質問
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一般質問●

西
伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

Q
施
設
整
備
に
つ
い
て

A
施
設
改
修
計
画
の
策
定
時
期
に
来
て
い
る 板

井  

隆
議
員

教
育
長

　

カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
は
、
昭

和
62
年
に
施
設
完
成
後

30
年
近
く
が
た
っ
て
い

る
。
老
朽
化
が
進
み
公

園
の
遊
具
も
撤
去
さ
れ

た
ま
ま
で
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
ぶ
場
所
も
な
い

と
の
声
も
聞
く
。
今
後

の
施
設
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

①
近
年
利
用
者
の
状
況

と
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

②
野
球
場
防
護
ネ
ッ
ト

の
安
全
性
に
つ
い
て

③
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺

の
整
備
に
つ
い
て

④
公
園
の
整
備
、
特
に

遊
具
設
置
に
つ
い
て

⑤
ト
イ
レ
の
改
修（
子
ど

も
用
、洋
式
ト
イ
レ

の
設
置
）
に
つ
い
て

　

カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
は
現
在
、

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
で
委
託
管

理
が
な
さ
れ
、
有
効
的

な
活
用
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
老
朽
化
に
伴
い
、

修
繕
が
増
え
て
い
る
現

状
だ
。

①
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は

指
定
管
理
者
を
通
し

て
届
い
て
お
り
、
で

き
る
対
応
を
し
て
い

る
。

②
野
球
場
の
防
護
ネ
ッ

ト
は
近
年
の
硬
式
野

球
の
利
用
拡
大
で
、

周
辺
の
安
全
上
の
観

点
か
ら
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

③
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
応

援
席
や
東
屋
は
毎
年

点
検
を
し
な
が
ら
、

計
画
的
に
修
繕
を
し

た
い
。

④
遊
具
に
つ
い
て
は
、

　

今
後
の
周
辺
整
備
計

画
で
現
場
所
も
考
え

な
が
ら
進
め
た
い
。

⑤
公
園
内
ト
イ
レ
は
、

子
ど
も
用
ト
イ
レ
や

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備

は
必
要
な
対
応
と
考

え
る
。

　

今
後
、
施
設
全
体
の

根
本
的
な
改
修
計
画
を

策
定
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
振
興
区
制
度

Q
法
人
化
を
進
め
る
理
由
は

A
事
業
受
託
や
寄
付
が
受
け
や
す
く
な
る 真

壁
容
子
議
員

町
長

　

町
長
は
今
後
、

地
域
振
興
協
議

会
（
以
後
協
議
会
）
を

小
規
模
多
機
能
自
治
組

織
の
法
人
化
と
し
て
国

に
求
め
た
い
と
言
っ
て

い
る
。

　

協
議
会
に
つ
い
て
は
、

費
用
の
問
題
、
住
民
自

治
組
織
と
い
え
る
の
か
、

町
か
ら
の
仕
事
の
押
し

付
け
で
は
な
い
か
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
費
用
の

総
額
を
問
う
。
現
時
点

で
費
用
対
効
果
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
小
規
模
多
機

能
自
治
組
織
と
し
て
法

人
化
を
進
め
る
理
由
は

何
か
問
う
。

　

こ
れ
ま
で
９

年
間
の
支
出
経

費
は
、
事
業
費
２
億
３

１
３
０
万
３
７
５
９
円
、

人
件
費
２
億
９
９
１
２

万
６
９
２
円
、
そ
の
内
、

正
副
会
長
報
酬
が
９
４

１
６
万
８
１
３
円
だ
。

　

地
域
づ
く
り
を
費
用

対
効
果
で
表
す
の
は
非

常
に
難
し
く
、
協
議
会

の
活
動
実
績
が
そ
の
効

果
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

法
人
格
を
取
得
す
れ

ば
、
団
体
名
義
の
契
約

や
登
記
が
可
能
に
な
り
、

社
会
的
信
用
が
高
ま
れ

ば
、
委
託
事
業
の
受
託

や
寄
付
を
受
け
や
す
く

な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
現
法
人
制
度
に
は
、

協
議
会
に
適
し
た
も
の

が
な
く
新
基
準
の
制
定

が
求
め
ら
ら
れ
る
。
取

得
が
可
能
に
な
れ
ば
、

経
済
活
動
な
ど
の
深
化

を
目
指
さ
れ
る
協
議
会

に
お
い
て
は
、
多
様
な

事
業
展
開
が
可
能
に
な

り
、
地
域
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。
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教
育
政
策
の
成
果
と
課
題

Q
家
庭
の
教
育
力
強
化
が
必
要
で
は

A
個
別
対
応
可
能
な
体
制
を
整
備

景
山  

浩
議
員

教
育
長

　

現
代
の
子
ど

も
や
教
育
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

家
族
関
係
の
希
薄
化

や
、
兄
弟
や
近
所
の
友

達
が
い
な
い
こ
と
に
よ

る
人
間
関
係
力
の
未
形

成
の
問
題
。
そ
れ
に
起

因
す
る
い
じ
め
や
不
登

校
、
学
力
低
下
の
問
題
。

更
に
は
子
ど
も
の
い
る

家
庭
の
低
所
得
問
題
な

ど
、
複
雑
さ
や
対
応
の

難
し
さ
が
増
し
て
き
て

い
る
。　

　

ま
ず
は
家
庭
の
教
育

力
の
強
化
が
必
要
と
思

う
が
、
こ
の
四
年
間
の

成
果
と
課
題
は
？

　

家
庭
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

は
、
専
任
の
家
庭
教
育

推
進
員
を
配
置
し
て
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
子
育
て
支

援
に
か
か
わ
る
健
康
福

祉
課
や
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
現
状
把

握
や
目
標
を
共
通
理
解

し
、
施
策
を
進
め
て
き

た
。　
　

　

学
習
機
会
の
提
供
や

場
づ
く
り
で
、
一
定
の

成
果
が
出
て
き
て
い
る

が
、
未
だ
十
分
と
は
言

え
な
い
実
態
が
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
や
保
育

園
、
教
育
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
よ
り
き
め

細
か
な
個
別
対
応
が
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

子
育
て
支
援

Q
教
育
費
の
増
額
を
求
め
る

A
社
会
情
勢
も
踏
ま
え
何
ら
か
の
お
手
伝
い
が
必
要
と
思
う

亀
尾
共
三
議
員

教
育
長

　

お
金
の
使
い

方
の
根
本
に
つ

い
て
、
特
に
教
育
費
の

増
額
を
求
め
て
問
う
。

具
体
的
な
策
と
し
て
、

学
級
費
と
教
育
費
の
無

料
化
を
小
・
中
学
生
の

全
て
に
実
施
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
小
・
中
学

生
は
義
務
教
育
で
あ
り

負
担
を
か
け
な
い
の
が
、

原
則
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
も
う
一
つ
は
、
学

校
給
食
費
の
無
料
化
を

求
め
る
。

子
育
て
支
援
を
図
る
こ

と
が
人
口
の
流
失
を
止

め
、
逆
に
人
口
を
増
や

す
こ
と
と
考
え
る
。
27

年
度
の
決
算
は
実
質
収

支
で
一
億
８
千
万
円
の

黒
字
で
あ
る
。
以
前
の

議
会
の
答
弁
で
は
、
小

学
生
全
員
に
学
級
費
・

教
育
費
を
負
担
、
４
７

０
万
円
で
実
施
が
可
能
、

給
食
費
の
無
料
化
は
、

５
千
万
円
で
出
来
る
と

示
さ
れ
た
。
１
億
８
千

万
円
の
黒
字
か
ら
す
れ

ば
、
財
源
が
困
難
と
言

え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

学
級
費
・
教

育
費
の
、
町
負

担
へ
の
移
行
は
、
財
政

状
況
も
加
味
し
な
が
ら

小
学
三
年
生
ま
で
は
、

一
般
的
に
保
護
者
の
年

齢
が
若
い
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。
給
食

費
は
食
と
い
う
保
護
者

と
し
て
の
義
務
の
範
疇

に
属
す
る
経
費
で
あ
り
、

か
か
る
費
用
に
補
助
を

す
る
こ
と
や
、
一
定
の

所
得
に
満
た
な
い
ご
家

庭
に
公
費
で
賄
う
こ
と

は
、
施
策
と
し
て
成
り

立
つ
と
認
識
を
し
て
い

る
が
所
得
額
の
多
少
を

問
わ
ず
無
料
に
す
る
こ

と
は
賛
同
し
か
ね
る
。

学
級
費
・
教
材
費
そ
れ

か
ら
給
食
費
を
、
黒
字

だ
か
ら
町
で
負
担
を
ど

う
か
と
い
う
提
案
だ
が
、

私
は
金
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
な
ら
こ
れ
を
充
て

よ
う
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
方
の
学

校
教
育
に
か
か
わ
る

様
々
な
ご
負
担
に
つ
い

て
は
、
昨
今
の
社
会
情

勢
も
踏
ま
え
て
、
何
ら

か
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
な
と
、
基
本

的
に
は
思
っ
て
い
る
。

教
育
長

亀
尾

板
井

真
壁

教
育
長

教
育
長

町
長

景
山

キャプション

西伯カントリーパーク
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一般質問●　西部町村議員研修会報●発議案●　議会活動日誌●

町
長
勇
退

Q
町
長
職
二
十
一
年
余
の
総
括
を
求
め
る

A
町
民
の
皆
様
の
御
判
断
に
委
ね
る

細
田
元
教
議
員

町
長

　

平
成
７
年
に

旧
西
伯
町
か
ら

町
長
に
な
ら
れ
、
合
併

後
も
含
め
21
年
余
、
町

長
職
を
務
め
て
来
ら
れ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
さ
れ
て
南
部
町
を
一

歩
で
も
前
進
さ
せ
る
よ

う
頑
張
っ
て
来
ら
れ
た
。

こ
の
21
年
余
の
色
々
な

施
策
を
行
わ
れ
た
町
長

に
総
括
を
求
め
た
い
。

　

政
治
家
は
自

ら
総
括
す
る
の

で
は
な
く
町
民
の
皆
様

の
御
判
断
に
委
ね
る
べ

き
と
中
曽
根
元
総
理
が

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

尽
き
る
と
思
う
。
過
去

の
事
業
で
印
象
的
な
も

の
は
、
福
祉
に
地
方
分

権
、
住
民
自
治
を
絡
め

て
色
々
な
事
業
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
来
た

事
。

　

主
な
も
の
は
、
介
護

保
険
の
南
部
箕
蚊
屋
広

域
連
合
の
発
足
。
旧
西

伯
町
と
旧
会
見
町
が
合

併
。
天
萬
図
書
館
、
富

有
ま
ん
て
ん
ホ
ー
ル
の

新
設
。
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
仰
ぎ
全
国
植
樹
祭

の
開
催
。
地
方
自
治
を

住
民
の
手
に
と
の
思
い

で
七
つ
の
地
域
振
興
協

議
会
を
発
足
。

　

最
後
に
財
政
の
健
全

化
を
な
し
遂
げ
る
事
が

出
来
た
と
思
っ
て
い
る
。

本文_リュウミン L12p 18.3p行間　0字間　自動…9字ｘ25行
○その他の質問_新ゴR 18.3p行間　0字間 0

　

研
修
会
で
は
、
鳥
取
県
農
林
水
産

部
長
木
下
悟
氏
よ
り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効

を
見
据
え
た
県
内
農
林
水
産
業
の
活

力
増
進
」
と
題
し
て
、
講
演
会
が
あ

っ
た
。

　

講
演
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
内
容
と
発

効
ま
で
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
協

定
署
名
の
現
在
の
動
向
に
つ
い
て
の

見
解
が
あ
っ
た
。
更
に
、
発
効
後
の

国
、
県
に
お
け
る
農
産
物
品
目
ご
と

の
影
響
試
算
等
、
細
部
に
わ
た
っ
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
県
の
対
応
に
つ
い
て
、

特
に
県
西
部
地
域
に
お
け
る
農
・

畜
・
林
産
品
等
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策

に
つ
い
て
の
講
演
で
、
農
産
品
に
つ

い
て
は
特
産
物
の
拡
大
と
団
地
化
形

成
、
新
規
就
農
者
へ
の
総
合
支
援
と

中
山
間
地
域
へ
の
水
田
農
業
の
維

持
・
発
展
支
援
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
、
厳
し
い

状
況
下
で
の
県
の
対
応
策
の
講
演
で

あ
っ
た
。

　８月31日に日野町文化センターで、自治功労者表彰及び
西部町村議員研修会が開催されました。
　南部町議会議員では通算して11年以上在職し功労のあっ
た議員として、植田均前議員が表彰を受けられた。
　午後は会場を江府町に移し、議員親善グランドゴルフ大
会が開催され、南部町議会は健闘むなしく、入賞を逃した。

　参議院の選挙制度は、いく度かの制度改正を
経て、現在の選挙区選挙と比例代表選挙による
選挙が行われているが、地域代表としての各都
道府県単位の選挙区という制度は堅持されてき
ていた。
　今般、憲政史上初めて都道府県を越えた合区
による選挙が実施されたところであるが、意思
形成を図る上で都道府県が果たしてきた役割を
考えたとき、都道府県ごとに集約された意思が
参議院を通じて国政に届けられなくなるのは非
常に問題であるとともに、地方の活性化に逆行
しているとの批判もあるところである。
　我が「鳥取県及び島根県選挙区」においては、
過去最低の投票率となり、また、自県を代表す
る議員が出せなかったことなど、合区を起因と
した弊害も顕在化したところである。
　国においては、昨年の改正公職選挙法附則第7
条において、「平成31年に行われる参議院議員
の通常選挙に向けて、参議院の在り方を踏まえ
て、選挙区間における議員１人当たりの人口の
較差の是正等を考慮しつつ選挙制度の抜本的な
見直しについて引き続き検討を行い、必ず結論
を得るものとする。」とされている。
　国においては、昨年の改正公職選挙法附則第7
条において、「平成31年に行われる参議院議員
の通常選挙に向けて、参議院の在り方を踏まえ
て、選挙区間における議員１人当たりの人口の
較差の是正等を考慮しつつ選挙制度の抜本的な
見直しについて引き続き検討を行い、必ず結論
を得るものとする。」とされている。

　我々南部町議会は、この参議院選挙制度の抜
本的見直しにあたっては、国と地方が一層連携
を強め、地方の活性化を推進していくためにも、
単に人口の多寡にかかわらず、地方の意見を十
分国政に反映できる地方の活性化にふさわしい
仕組みを構築すべきであり、合区を見直して都
道府県から代表が国政に参加することが可能な
選挙制度とされるよう、強く要請する。
以上、決議する。
　平成２８年９月２７日

鳥取県西伯郡南部町議会　

参議院選挙の合区の見直しに関する決議

町民生活に直接かかわる緊急、重大な事項に関し、
政治的効果をねらい、また、議会の意思を対外的に
表明するために行う議会の議決のことをいいます。

決
議
と
は

1
2

4

6

7

8

13

金
土

月

水

木

金

水

広報委員会
全国ホタル研究会鳥取県よなご大会
西部議長会監査　
鳥取県町村議会議長会定期総会・懇談会
「社会を明るくする運動」西伯郡研究大会　
ﾄｯﾌ ﾏ゚ﾈｼ ﾒ゙ﾝﾄｾﾐﾅ 「ー企業の地方拠点強化に
向けた環境整備」　
ﾄｯﾌ ﾏ゚ﾈｼ ﾒ゙ﾝﾄｾﾐﾅ 「ー企業の地方拠点強化に
向けた環境整備」　
西部議長会臨時総会並びに連絡会
第2回ミカエル・セミナー　

7月
日 曜日 会　議　・　行　事 14

20

21
22
26
27

3

木

水

木
金
火
水

水

広報委員会
ハンリム大学生ホームステイ歓迎会
2016年原水爆禁止国民平和大行進
第10回西部地区Ｇ・Ｇ男女ペア大会　
広報委員会
行政視察受入　宮城県大郷町議会 
森林環境税総会定期総会
森林環境税総会定期総会
西部町村議会正・副議長、局長研修会
鳥取県反核・平和の火リレー

西部広域行政管理組合議会臨時会　

8月
日 曜日 会　議　・　行　事

7

8
9
18
19
20

22

25
26
31

日

月
火
木
金
土

月

木
金
水

部落解放同盟南部町協議会並びに南部町
同和事業推進協議会　
日吉津村他２か町下水道協議会総会
行政視察受入　山口県萩市議会 
西部町村議長会行政調査 福島・会津若松
西部町村議長会行政調査 福島・会津若松
西部町村議長会行政調査 福島・会津若松
議会運営委員会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会
南部箕蚊屋広域連合議会定例会
全員協議会・臨時議会　
自治功労者表彰式並びに議員研修会

議 会 活 動 日 誌

細
田

町
長

退任された坂本元町長

植田均前議員表彰を受ける

木下悟農林水産部長

西部町村議員研修会報告

発議案：南部町議会として
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◆
去
る
10
月
16
日
、
南
部

町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
現
職
９
人
、
元
職
１
人
、

新
人
４
人
が
当
選
を
果
た

し
、
新
し
い
南
部
町
議
会

を
構
成
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

地
方
治
自
体
を
取
り
巻

く
財
政
、
福
祉
、
教
育
、

そ
し
て
少
子
高
齢
化
問
題

な
ど
、
年
を
経
る
ご
と
に

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、

選
挙
戦
を
通
し
て
多
く
の

町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
要
望
や
叱
咤
激
励

の
声
を
胸
に
、
各
人
が
描

く
南
部
町
の
あ
る
べ
き
姿

を
実
現
す
べ
く
４
年
間
の

任
期
に
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

　

議
会
議
員
と
し
て
の
責

任
の
重
さ
を
噛
み
し
め
な

が
ら
最
善
の
結
論
を
導
き

出
せ
る
議
会
に
な
ら
ね
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。（仲

田
）

平成28年11月30日発行
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　開館以降、連日たくさんの来館者で賑わって
います。平日の午前中は乳幼児を連れたお母さ
ん方が来館されます。施設は元保育園だったこ
ともあり、安心して過ごせる環境が好評です。
天気が良い日は、裸足でも安全な手入れの良く
行き届いた芝生の庭でのびのびと過ごせます。
　放課後の時間帯になると、ランドセルを背負
った子ども達が次々とやってきます。先ずは宿
題を済ませると、それぞれが好みの遊びで楽し
い時間を過ごします。野球盤、オセロ、将棋、
人生ゲームなど、相手がいないとできない遊び
が大人気です。夕方近くになると部活帰りの中
学生が立ち寄ります。小学生と同じように卓球
やボードゲームで遊ぶ子もいますが、問題集を
広げて勉学に励む姿も見られます。
　土曜日には、早朝から弁当持参の子ども達で
賑わいます。そして、子ども達が企画や運営を
行う卓球やバドミントンなどの大会が開催され
ます。来館を重ねることで子ども達には自主性
が育ち、学年を越えた仲間作りも出来ていくよ
うです。
　また、時には芝生の庭で地域の皆さんと子ど
も達でグランドゴルフを行うこともあります。
　ご来館がまだの皆さんは、お気軽にお越しい
ただき、子ども達の様子をご覧いただければと
思います。
　　　　　　   法勝寺児童館  館長　杉  本  正  春

発行／南部町議会　〒683-0351  鳥取県西伯郡南部町法勝寺377-1  TEL0859-66-4804　FAX0859-66-4806発行／南部町議会　〒683-0351  鳥取県西伯郡南部町法勝寺377-1  TEL0859-66-4804　FAX0859-66-4806
http://www.town.nanbu.tottori. jp/admin/gikai/
編集／広報常任委員会　印刷／株式会社 高下印刷
http://www.town.nanbu.tottori. jp/admin/gikai/
編集／広報常任委員会　印刷／株式会社 高下印刷

なんぶなんぶ

14


